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認定 No. 別に仕様が異なりますので、生産の有無については協会へお尋ねください。

大臣認定一覧

内容 解説

W.ALC120　準耐火 60 分
国住指第 1392 号　平成 23 年 9 月 21 日

下記の構造方法等については、建築基準法第 68 条の 26 第 1 項（同法第
88 条第 1 項において準用する場合を含む。）の規定に基づき、同法第 2 条
第七号の二並びに同法施行令第 107 条の 2 第二号及び第三号（外壁（非
耐力壁）：各 60 分間）の規定に適合するものであることを認める。
　　　　　　　　　　　　　記
１．認定番号
　　　　　QF060NE-0028
２．認定をした構造方法等の名称
　　　　　木製集成版外壁
３．認定をした構造方法等の内容
　　　　　別添の通り

W.ALC 準耐火構造仕様（非耐力壁）

◆ type-1 （背合集成 t ≒ 120.W ≒ 450）

　　２次接着の集成材

◆ type-2 （単一集成 t ≒ 120.W ≒ 450） 

　　準耐火構造仕様　（非耐力壁）

◦ラミナ 45㎜以上

◦専用金物溶接タイプ

W.ALC120　準耐火 60 分
国住指第 1737 号　平成 26 年 9 月 17 日

下記の構造方法等については、建築基準法第 68 条の 26 第 1 項（同法第
88 条第 1 項において準用する場合を含む。）の規定に基づき、同法施行令
第 115 条 2 の 2 第１項第一号ロ及びハ（外壁（非耐力壁）：各１時間）の
規定に適合するものであることを認める。
　　　　　　　　　　　　　記
１．認定番号
　　　　　QF060NE-0044
２．認定をした構造方法等の名称
　　　　　木製集成版外壁
３．認定をした構造方法等の内容
　　　　　別添の通り

W.ALC 準耐火構造仕様

（非耐力壁）

◆汎用性の拡大

◦ラミナ 30㎜以上可とする

◦フィンガージョイントラミナ可とする

◦専用金物を金型打ち出しタイプに改良

W.ALC105　準耐火 60 分
大臣認定申請中　平成 29 年初旬認定取得予定

◦鋼板＋フェノールフォーム（＠ 50㎜）＋ W.ALC105
◦ラミナ 30㎜以上
◦樹種範囲拡充（製材 JAS 範囲）
◦フィンガージョイントラミナ可
◦ W.ALC 版の幅の汎用性拡大
　製品幅 450 ～ 600
　厚 90 ～ 200
◦金物改良（鋼材厚 4.5㎜以上）
　目地受け形状の追加

W.ALC60　防火 30 分
国住指第 2019 号　平成 23 年 11 月 11 日

木造での 30 分防火構造
（実用化検討中）

W.ALC60　壁倍率 2.4 倍
国住指第 3283-2 号　平成 24 年 3 月 16 日

30 分防火構造での壁倍率 2.4 倍取得
（実用化検討中）
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W.ALC105　準耐火60分
平成29年度　大臣認定取得予定

（別添 -1）



048 W.ALCマニュアル

（別添 -2）



049

（別添 -3）



050 W.ALCマニュアル

（別添 -4）



051

（別添 -5）



052 W.ALCマニュアル

（別添 -6）



053

（別添 -7）



054 W.ALCマニュアル

（別添 -8）



055

（別添 -9）



056 W.ALCマニュアル

（別添 -10）



057

（別添 -11）



058 W.ALCマニュアル

（別添 -12）



059

（別添 -13）



060 W.ALCマニュアル

（別紙 1-1）



061

（別紙 1-2）



062 W.ALCマニュアル

（別紙 1-3）



063

（別紙 1-4）



064 W.ALCマニュアル

（別紙 1-5）



065

（別紙 1-6）



066 W.ALCマニュアル

（別紙 1-7）



067

（別紙 1-8）



068 W.ALCマニュアル

（別紙 1-9）



069

（別紙 1-10）



070 W.ALCマニュアル

（別紙 1-11）



071071

●認定品を使用するには、協会に事業者登録・講習会への

参加、並びに実施終了登録・修了書の発行が必要です。

●講習会は、年間スケジュールにより開催します。要請に

より協会が認めた場合この限りではありません。

●一般社団法人日本 WOOD.ALC 協会が認定管理の総括

を行います。東日本普及協会、中部地区普及協会、西日

本普及協会は協会事務局推進本部と連携し、認定品の普

及活動並びに、認定書（写し）等の運用上の発行業務を

行います。

●普及協会は、主として所管する地域の物件の認定書発行

申請の受付窓口となり協会事務局推進本部へ都度報告し

ます。

●協会は、製造技術委員会、設計施工技術委員会、有識者

委員会を開催し助言をいただくとともに設計・施工に係

る技術向上の発信に努めます。

事業者登録と講習会、大臣認定書（写し）発行

※１〜５は原則登録事業者。協会が認めた場合この限りではない

講習会※ A ＝自主製造指針解説　　講習会※ B、２、３、４、５＝施工自主検査指針解説

●協会は、発行業務並びに実績管理を行います。

※６　実施設計施工利用者窓口担当者は所定用紙にて発行申請を協会へ提出する
※７　大臣認定書（写し）・別添資料を協会は発行する。物件ごとに行う

●協会は、認定の範囲において物件の使用実績を管理します。

●設計、施工について認定外範囲の告示等の部分は、設計判断、特定行政庁の指導に従ってください。

●自主検査チェックリストは、設計施工技術委員会にて策定。報告し技術向上の参考といたします。

国土交通省大臣認定品の認定書（写し）等の運用フロー

協会（理事会）

↑

⇔
事業者登録受理

�（事務局）

↓

⇔

協会

（普及協会）

計画設計 計画設計��������事前相談 計画相談����フォロー

→
②認定書（写し）

申請要件確認

↓

← ③認定書（写し）�発行※7

審査機関審査⑥ ←

↓

確認済証交付⑦ → → 内容照合保管⑨

↓

検査済証交付 →

⑤建築確認申請提出���設計者（支援又は代行者含む）

⑧窓口担当者：確認済証受領�����確認済み報告

窓口担当者：検査済証受領�����確認済み報告→

工事施工者：自主管理������（自主検査チェックリスト）

報告

完了検査

↓

自主検査チェックリスト保管�����（各社社内保管）

内容照合保管

↓

→ 内容照合保管施工 着工�������中間検査

実施設計 実施設計�   ��事前相談

竣工

確認申請

↓

↓

↓

↓

設計施工

設計者・施工会社⇔

↓

窓口担当者

↓

①窓口担当者:認定書（写し）    ��発行申請※6

④認定書（写し）発行受領�����設計者（支援又は代行者含

各種講習会����セミナー開

催

設計・施工・販売���（設計者※2・工事監理者※3・

工事施工者※4・窓口担当者※5）

↓

事業者登録

↓

講習会(※B）

↓

講習会受講修了証受領

⇔

製造者※1

事業者登録

講習会（※A）

↓

講習会受講修了証受領

↓

↓

流れ
特定行政庁指定
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